








要約:乳児剖検 129 例(先天異常群 73 例、非先天異常群 56 例)について、leptomeningeal 

glioneuronal heterotopia(LGH)の有無と出現部位、基礎疾患などについて検討した。129

例中 40 例(31%)に LGH が認められた。LGH は脳底部、中脳、前頭葉に多くみられた。基礎

疾患については、LGH を有する 40 例中 12 例に染色体異常、28例に中枢神経奇形を伴って

いた。LGH には多小脳回や神経細胞異所発生を伴っていることが多く、LGH が神経細胞移動

異常と関係が深いと考えられた。 


